
 

 

スマートポンプ一式の購入 仕様書 

 

Ａ 調達物品の内訳  

１ スマートポンプ（各 ACコード、ポールクランプ含） 

1 輸液ポンプ         25台   

2 シリンジポンプ      185台 

3 連携ラック         29台 

4 接続用ラック        29台 

5 接続費用（基本料）     1式 

6 接続費用（作業費用）    239台 

  

Ｂ 基本的要求条件 

１ 当センターにおいて、業務に滞りなく使用可能であること。 

２ 調達物品に係る性能、機能及び技術等（以下「性能等」という)の要求要件（以下「技術的

要件」という)は、下記Ｃに示す通りである。 

３ 搬入・据付条件 

3－1 物品の搬入は協議の上、当センターが指定した日時並びに方法により行うこと。 

3－2 搬入先は当センターPICU及び中央手術室とする。 

3－3 搬入・廃棄にあたっては、患者の安全及びプライバシーに充分に注意し作業すること。 

４ 物品の調整、稼動準備 

4－1 本物品が有効に稼動するために必要な調整について、納入者の負担により責任をもって

行うこと。 

4－2 機材の搬入、組立及び稼働に必要なネットワーク接続費用は、全て納入業者が負担する

こと。 

4－3 本物品導入の際には、最新の状態かつ未使用品を納品すること（新古機や中古機は不

可）。 

4－4 本物品を使用する者に対し、導入時、医師を含む使用が想定される職員に対して、関連

法及び当センターのマニュアルに則り、医療機器安全使用のための導入時研修を実施し、

その記録を紙媒体及び電子データで臨床工学科に提出すること。その実施に関する日程

調整や回数については、当センター担当職員と協議し決定すること。 

4－5 入札物品は納入後においても、安定稼動が確保されていること。 

５ 保守点検体制   

5－1 本装置が正常に動作するように、検収後から1年間は無償にて保証、定期点検・調整及

び故障修理等を随時行うこと。 

5－2 本物品に必要な消耗品及び故障等の修繕に必要な部品について供給が確保されているこ 

と。 

  5－3 障害時において、復旧のために迅速な対応ができること。  

 

 



Ｃ 技術的条件 

1 スマート輸液ポンプは以下の機能を満たすこと。 

1-1 チューブを上流側、下流側を逆に取り付けられない機構を有すること。 

1-2 下流閉塞警報が発生した際は、モーターを逆回転してチューブ内圧を緩和し、ボーラス

量を低減できる機能を有すること。 

1-3 1 本の電源コードで複数のポンプに AC 電源が供給できるタワー型のラックシステムに輸

液ポンプ、シリンジポンプと組み合わせて搭載できる機能を有すること。 

1-4  情報システム（電子カルテ等）との接続が可能なインターフェイスと通信手順（プロト

コル）を有すること。 

1-5 桁間違い等の入力間違いを防ぐための流量、予定量の大小判定機能を有すること。 

1-6 設定の桁間違いを防止するため、流量は設定ダイアルで設定する機能を有すること。 

1-7 流量の入力間違いを防ぐため、流量等に上限・下限を設定できる機能を有すること。 

1-8  2027年 5月電子カルテ更新における重症部門システムとのポンプ連携が可能なこと。  

２ スマートシリンジポンプは以下の機能を満たすこと。 

2-1 閉塞警報が発生した際は、モーターを逆回転して輸液ライン内圧を緩和し、ボーラス量を

低減できる機能を有すること。 

2-2 1 本の電源コードで複数のポンプに AC 電源が供給できるタワー型のラックシステムに輸

液ポンプ、シリンジポンプと組み合わせて搭載できる機能を有すること。 

2-3 情報システム（電子カルテ等）との接続が可能なインターフェイスと通信手順（プロト

コル）を有すること。 

2-4 設定の桁間違いを防止するため、流量は設定ダイアルで設定する機能を有すること。 

2-5桁間違い等の入力間違いを防ぐための流量、予定量の大小判定機能を有すること。 

2-6 流量の入力間違いを防ぐため、流量等に上限・下限を設定できる機能を有すること。 

2-7 2027年 5月電子カルテ更新における重症部門システムとのポンプ連携が可能なこと 

 

Ｄ その他 

１ 仕様書の表現を独自の判断で解釈することなく、必ず当センターに確認すること。 

２ 本仕様書について、疑義が生じたときは、当センターの指示を受けること。 

３ 仕様書に明記されていない事項でも、技術上、機能上又は保守管理上必要なものが発生した

場合は、事前に当センターと協議した後に滞りなく具備すること。 

４ 入札機器の性能等が技術的要件を満たしているか否かの判定は、当センター機種等選定会議

で承認された入札機器にかかわる仕様書の内容をもとに審査するものである。 

５ 契約業者は当該指示事項に係る製作を、他の業者に請け負わせる場合は、事前に当センター

の承認を受けて請け負わせるものとし、契約業者の責任において指示事項を厳守させること。 


